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手がかりとなる文献

湯元健治、佐藤吉宗『スウェーヂン・パラドックス』日本経済新聞出版社、 2010年

きっかけ

『貧困にあえぐ国ニッポンと貧困をなくした国スウェーデンJを読み、北欧諸国はなぜ貧困問題

を解決できたのか、また旦杢17は実現不可能生りか興味をもったためであるo

要旨

序章 スウエ}デン・モデルとは何か

・スウェーデ、ン・モデ、ルの特質について

・スウェーデ、ン・モデ、ル完成後に起きた経済危機・金融危機への対応

第 1章高い国際競争力の源泉は何か

-国際競争力とは何か

・高い国際競争力を支える 5つの要素

・危機の克服力 ， ， ・ .. 

し方IWキキ‘ 105糾A>~1イへ
第 2章女性の活用による共働き社会の実現

・高い女性の労働力率、賃金の男女格差縮小

.個人単位の課税

・女性の就労・子育てを支えるシステム…男性負担の育児休業保険、就学前保育所

・ワーク・ライブ・バランス 実位~.r~内乙
有J乙シ不 在十、「乙41.1i-し〈

第 8章厳しい競争社会を支える独自の巌用・賃金システム

-公的年金をはじめとする高齢者への所得移転

.医療・介護制度の実態

労働市場から疎外された者への対応 。似て受候不

1 



第 5章明確な受益と負担の関係

-高福祉を支える高負担の構造

.社会保障を支える財源

・スウェーデ、ン国民はなぜ高負担を受け入れるのか

終章 スウェーデンから見た日本の未来への提言

• 4つの構造問題に直面する日本経済

・日本はスウェーデンから何を学ぶべきか

卒論のテーマ(予定) i~~ 

「スウェーデ、ンから学五千日本の社会福祉t貧閤問題」

調べたい点、解明したい点、問題意識

・スウェーデンの社会保障動量(年金、教育、保険)

・スウェーデンの雇用・賃金システム(同一労働・同一賃金)

・「持続可能な制度j を 抱した背景............._" 

・女性、高齢者の就労/ンテイプはどこから生じるのかマ

.スウェーデン国民はなぜ高負担を受け入れているのか

・スウェーデンの税収の使途

2013年

・高福祉国家は本当にかり七がないのか 附ルご考州ャぃ 7ジい

.日本の貧困問題の現状

・日本の社会保障制度の問題点(主に年金制度)

.日本がスウェーデンから学ぶべきものは何か
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